
　
２
０
１
１
年
６
月
１５
日
に
「
環
境
教
育
等
に
よ
る
環
境
保
全
の
取
組
の
促
進
に
関
す

る
法
律
（
環
境
保
全
活
動
・
環
境
教
育
推
進
法
）」
が
公
布
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
は
２
０
０

３
年
７
月
２５
日
公
布
の
「
環
境
の
保
全
の
た
め
の
意
欲
の
増
進
及
び
環
境
教
育
の
推
進

に
関
す
る
法
律
（
環
境
保
全
活
動
・
環
境
教
育
推
進
法
）」
を
官
民
合
わ
せ
た
社
会
全
体

の
取
り
組
み
で
環
境
教
育
を
一
層
推
進
す
る
た
め
に
こ
の
た
び
改
正
さ
れ
た
も
の
で
、

同
時
に
名
称
変
更
も
行
わ
れ
た
。

　
地
球
温
暖
化
、
生
物
多
様
性
の
危
機
な
ど
地
球
環
境
の
大
き
な
変
化
に
伴
い
、
環
境
問

題
の
解
決
や
環
境
を
理
解
す
る
た
め
の
教
育
と
し
て
の
「
環
境
教
育
」
と
い
う
言
葉
が
盛

ん
に
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
環
境
教
育
は
現
在
の
学
校
教
育
の
中
で
は
新
し
い
も
の

で
あ
り
、
環
境
の
変
化
や
環
境
問
題
に
よ
っ
て
学
習
内
容
が
様
々
に
変
化
す
る
教
育
で
あ

る
。
環
境
教
育
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
学
校
、
自
治
体
、
企
業
（
特
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
）
等
で

た
び
た
び
取
り
上
げ
ら
れ
、
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
。
こ
の
た

び
の
法
改
正
を
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
と
し
て
環
境
教
育
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た

背
景
や
、
日
本
で
の
取
り
組
み
を
振
り
返
る
こ
と
に
す
る
。
そ
こ
か
ら
、
日
本
で
の
環
境

教
育
の
課
題
や
進
む
べ
き
方
向
が
見
え
て
く
れ
ば
良
い
と
考
え
、
こ
れ
か
ら
４
回
に
わ
た

り
、
環
境
教
育
の
変
遷
、
国
内
で
の
環
境
教
育
に
対
す
る
地
域
や
学
校
で
の
取
り
組
み
、

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

　
は
じ
め
に
、
環
境
教
育
の
「
環
境
」
と
い
う
言
葉
の
定
義
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
す

る
。現
在
の
日
本
で
は
、一
般
的
に
「
環
境
」
と
い
う
言
葉
の
イ
メ
ー
ジ
は
、海
、山
、川
、森
、

生
き
物
等
の
「
自
然
環
境
」
を
さ
す
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
な
が

ら
、本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
環
境
」
と
は
、「
自
然
環
境
」
と
「
人
間
の
周
囲
に
あ
る
環
境（
貧

困
、人
口
増
加
、教
育
、資
源
の
破
壊
と
枯
渇
等
）」
の
両
方
を
さ
す
も
の
と
す
る
。後
述
の
よ

う
に
環
境
問
題
に
関
す
る
国
際
的
な
会
議
や
そ
こ
で
出
さ
れ
る
宣
言
で
の
環
境
教
育
の

「
環
境
」
と
は
自
然
環
境
と
人
為
環
境
を
さ
し
、
環
境
問
題
と
は
経
済
問
題
や
南
北
問
題
、

人
口
問
題
等
を
含
ん
で
お
り
、そ
の
環
境
の
保
護
や
改
善
の
た
め
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
今
回
は
こ
れ
ま
で
の
国
際
的
な
環
境
問
題
に
対
す
る
社
会
の
対
応
と
そ
れ
に
伴
っ
て
変

化
し
た
環
境
教
育
の
歩
み
を
振
り
返
る
こ
と
に
す
る
。

　
環
境
教
育
と
い
う
言
葉
が
、
日
本
に
お
い
て
も
世
界
の
各
国
の
政
策
や
法
制
度
上
に
お

い
て
も
現
れ
は
じ
め
た
の
は
１
９
７
０
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
１

９
６
２
年
に
農
薬
の
危
険
性
を
訴
え
た
レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
の
有
名
な
『
沈
黙
の
春
』

が
出
版
さ
れ
た
。
農
薬
問
題
や
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
大
気
汚
染
、
エ
リ
ー
湖
等
の
水
質
汚
濁

な
ど
環
境
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
１
９
７
０
年
に
ア
メ
リ
カ
で
環
境
保
護
庁
（
Ｅ
Ｐ

Ａ : U
nited S

tates E
nvironm

ental P
rotection A

gency

）
が
設
立
さ
れ
、
同
年
イ
ギ

リ
ス
で
も
環
境
省
（
現 

環
境
食
糧
省
、
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
Ａ : D

epartm
ent for E

nvironm
ent, 

環境教育の 
歴史と今後 

環境教育を支える 
取り組み 

第1回
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（第96項）自己を取り巻く環境を、自己のできる範囲内で管理し規制する行動を、
一歩ずつ確実にすることのできる人間を育成すること 

ストックホルム勧告 
1972

環境とそれに関連する問題に気づき、そのことに関心を持ち、そして現在の問
題の解決や新しい問題の予防のために、個人や集団で働くための知識、技能、
態度、動機、そして参加の意欲を持つ人々の世界的な数を増やすこと 

ベオグラード憲章 
1975

a.都市や田舎における経済的・社会的・政治的・生態学的相互依存関係に
対する明確な気づきや関心を促進すること 

b.すべての人々に、環境の保護と改善に必要な知識、価値観、態度、実行力、
技能を獲得する機会を与えること 

c.個人、集団、社会全体の環境に対する新しい行動パターンを創出すること 
 

トビリシ勧告 
1977

環境問題に関心をもち、環境に対する人間の責任と役割を理解し、環境保全に
参加する態度及び環境問題解決のための能力を育成すること 

環境教育指導資料 
中学・高等学校編 

1991

広報・教育及び訓練を通じて、環境の重要性に対する一般的及び政治的認
識を高めること 

ナイロビ宣言 
1982

持続可能性を達成するために、多くの重要なセクター内で、及び……行動と
生産様式の変化の中において、取り組みの調整と統合が求められている。こ
のために、適切な教育とパブリック・アウェアネスが……持続可能性の柱の一
つとして認識されるべきである 

テサロニキ宣言 
1997

「環境に関心を持ち、環境に対する人間の責任と役割を理解し、環境保全活
動に参加する態度や問題解決に資する能力を育成すること」を通じて、国民
一人ひとりを「具体的行動」に導き、持続可能なライフスタイルや経済社会シ
ステムの実現に寄与すること 

中央環境審議会答申 
1999

豊かな自然や身近な地域社会の中での様々な活動体験
を通して、自然に対する豊かな感受性や環境に対する関
心等を培う 
 
環境問題と社会・経済システムのあり方や生活様式のか
かわりについて理解を深める 
 
環境保全や環境の創造を具体的に実践する態度を身に
付ける 

中央教育審議会答申 
1996

（36章）教育・意識啓発及び訓練の推進  
教育は持続可能な開発を推進し、環境と開発の問題に対処する市民の能力
を高めるうえで重要である。……公式及び非公式な教育は、人間の態度を変
化させるために必要不可欠のものであり、これにより持続可能な開発を評価し
達成することができる。教育はまた、持続可能な開発と調和した「環境及び道
徳上の意識」「価値観や態度」「技術や行動」を成し遂げ、かつ意思決定に
際しての効果的な市民の参加を得るうえで重要となる 
 

アジェンダ21  
1992

環境から学ぶ 
（IN）

環境について学ぶ 
（ABOUT）

環境のために学ぶ 
（FOR）

出所）花田眞理子（2003）水資源・環境研究第16号「環境教育の新しい潮流―『持続可能性のための教育』の視点から」

Food and R
ural A

ffairs

）
が
設
立
さ
れ
た
。
翌
１
９
７
１
年
に
は
日
本
で
、
環
境
庁
（
現 

環
境
省
）
が
発
足
し
、
同
年
フ
ラ
ン
ス
で
も
環
境
省
（
現 

地
域
計
画
環
境
省
、
Ｍ
Ｒ
Ｐ
Ｅ : 

M
inistry of R

egional P
lanning and E

nvironm
ent

）
が
設
立
さ
れ
た
。

　
１
９
７
２
年
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
首
都
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
、
世
界
で
最
初
の
国
際
的

な
環
境
の
会
議
と
さ
れ
る
「
国
連
人
間
環
境
会
議
（
通
称 : 

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
）」
が
開

催
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
に
は
１
１
４
カ
国
と
国
連
の
専
門
機
関
等
を
あ
わ
せ
て
１
３
０
０

人
以
上
が
集
ま
り
、
先
進
国
と
途
上
国
の
環
境
に
対

す
る
考
え
方
の
違
い
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
国
際
的

な
環
境
教
育
会
議
で
日
本
代
表
を
務
め
て
き
た
中
山

和
彦
筑
波
大
学
名
誉
教
授
は
、「
先
進
国
は
後
開
発
国

の
資
源
を
略
奪
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
豊
か
に
な
り
、
自

分
た
ち
が
無
定
見
な
ま
ま
に
推
し
進
め
た
技
術
開
発

に
よ
り
環
境
汚
染
を
お
こ
す
と
、
こ
れ
以
上
は
過
ち

を
お
こ
さ
な
い
よ
う
に
と
い
っ
て
、
開
発
途
上
国
側

に
お
け
る
工
業
発
達
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
く
る
」

と
い
っ
た
主
張
が
あ
っ
た
と
報
告
し
て
い
る
（
※
１
・
２
）。

　
こ
の
会
議
で
採
択
さ
れ
た
宣
言
は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
宣
言
、
ま
た
は
人
間
環
境
宣
言
と
呼
ば
れ
「
人
間
環

境
の
保
全
と
向
上
に
関
し
、
世
界
の
人
々
を
励
ま
し
、

導
く
た
め
共
通
の
見
解
と
原
則
が
必
要
で
あ
る
」
で

始
ま
り
、
次
の
７
つ
の
視
点
で
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
宣

言
は
、「
環
境
教
育
の
必
要
性
」
に
国
際
的
に
初
め
て

明
確
に
言
及
し
た
も
の
で
あ
る
。

①
（
前
略
）
自
然
の
ま
ま
の
環
境
と
人
に
よ
っ
て

作
ら
れ
た
環
境
は
、
共
に
人
間
の
福
祉
、
基
本

的
人
権
ひ
い
て
は
、
生
存
権
そ
の
も
の
の
享
受

の
た
め
基
本
的
に
重
要
で
あ
る
。

②
人
間
環
境
を
保
護
し
、
改
善
さ
せ
る
こ
と
は
、

世
界
中
の
人
々
の
福
祉
と
経
済
発
展
に
影
響
を

及
ぼ
す
主
要
な
課
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
全
世
界

の
人
々
が
緊
急
に
望
む
と
こ
ろ
で
あ
り
、
全
て
の
政
府
の
義
務
で
あ
る
。

③
人
は
、
絶
え
ず
経
験
を
生
か
し
、
発
見
、
発
明
、
創
造
及
び
進
歩
を
続
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。（
中
略
）
人
工
の
害
が
増
大
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
そ
の
害
と

は
、水
、大
気
、地
球
、及
び
生
物
の
危
険
な
レ
ベ
ル
に
達
し
た
汚
染
、
生
物
圏
の
生
態

学
的
均
衡
に
対
す
る
大
き
な
、
か
つ
望
ま
し
く
な
い
か
く
乱
、
か
け
が
え
の
な
い
資

源
の
破
壊
と
枯
渇
及
び
人
工
の
環
境
、
特
に
生
活
環
境
、
労
働
環
境
に
お
け
る
人
間
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の
肉
体
的
、
精
神
的
、
社
会
的
健
康
に
害
を
与
え
る
甚
だ
し
い
欠
陥
で
あ
る
。

④
開
発
途
上
国
で
は
、環
境
問
題
の
大
部
分
が
低
開
発
か
ら
生
じ
て
い
る
。（
中
略
）こ
の
た

め
開
発
途
上
国
は
、開
発
の
優
先
順
位
と
環
境
の
保
全
、改
善
の
必
要
性
を
念
頭
に
お
い

て
、そ
の
努
力
を
開
発
に
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。同
時
に
同
じ
目
的
の
た
め
先
進
工

業
国
で
は
、
自
ら
と
開
発
途
上
国
と
の
格
差
を
縮
め
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

先
進
工
業
国
で
は
、
環
境
問
題
は
一
般
に
工
業
化
及
び
技
術
開
発
に
関
連
し
て
い
る
。

⑤
人
口
の
自
然
増
加
は
、
絶
え
ず
環
境
の
保
全
に
対
し
問
題
を
提
起
し
て
お
り
、（
中
略
）

努
力
を
通
じ
て
人
間
環
境
を
常
に
変
え
て
ゆ
く
の
は
人
間
そ
の
も
の
で
あ
る
。（
後
略
）

⑥
（
前
略
）
自
然
と
協
調
し
て
、
よ
り
良
い
環
境
を
作
る
た
め
知
識
を
活
用
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
現
在
及
び
将
来
の
世
代
の
た
め
に
人
間
環
境
を
擁
護
し
向
上
さ
せ
る
こ
と
は
、

人
類
に
と
っ
て
至
上
の
目
標
、
即
ち
平
和
と
、
世
界
的
な
経
済
社
会
発
展
の
基
本
的
か

つ
確
立
し
た
目
標
と
相
並
び
、
か
つ
調
和
を
保
っ
て
追
求
さ
れ
る
べ
き
目
標
と
な
っ
た
。

⑦
こ
の
環
境
上
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
市
民
及
び
社
会
、
企
業
及
び
団
体
が
全

て
の
レ
ベ
ル
で
責
任
を
引
き
受
け
、
共
通
な
努
力
を
公
平
に
分
担
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。（
後
略
）

　
こ
れ
に
続
い
て
、「
権
利
と
義
務
」「
守
る
べ
き
対
象
の
資
源
」「
開
発
に
対
す
る
考
え
方
」

「
環
境
の
諸
官
庁
の
設
置
や
政
策
」「
教
育
」
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
な
共
通
の
信
念
と
し

て
表
明
さ
れ
た
２６
の
原
則
が
続
く
。
こ
こ
で
い
う
教
育
と
は
若
い
世
代
、
即
ち
子
ど
も
に

向
け
た
も
の
だ
け
で
な
く
、
責
任
あ
る
行
動
を
し
て
い
く
た
め
に
成
人
に
も
教
育
が
必
須

で
あ
る
こ
と
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
責
任
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
時
に

採
択
さ
れ
た
勧
告
に
お
い
て
第
９６
項
で
国
際
的
な
環
境
教
育
の
推
進
役
は
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ

が
担
う
と
し
て
い
る
。

　
１
９
７
５
年
に
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
で
、
環
境
教
育
専
門
家
会
議

で
あ
る
「
国
際
環
境
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
通
称 : 

ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
会
議
）」
が
開
催
さ

れ
た
。
会
議
の
目
的
は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
宣
言
で
必
要
と
さ
れ
た
環
境
教
育
に
つ
い
て

推
進
す
べ
く
、「
環
境
教
育
の
傾
向
と
環
境
の
課
題
に
つ
い
て
概
括
し
、
議
論
す
る
こ
と
」

「
そ
の
議
論
に
基
づ
き
、
国
際
的
に
環
境
教
育
を
推
進
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
勧
告

を
つ
く
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
採
択
さ
れ
た
の
が
環
境
教
育
に
つ
い
て
の
手
本
と

も
い
う
べ
き
「
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
憲
章
」
で
あ
る
。
環
境
教
育
の
目
的
は
表
に
あ
る
も
の

で
、
目
標
を
「
認
識 : A

w
areness

」「
知
識 : K

now
ledge

」「
態
度 : A

ttitude

」「
技
能 

: S
kill

」「
評
価
能
力 : E

valuation A
bility

」「
参
加 : P

articipation

」
と
定
め
た
。環
境

教
育
と
は
、「
問
題
に
気
づ
い
て
、行
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
環
境
保
護
や
改
善
を
行
え

る
よ
う
に
な
る
こ
と
」
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
日
本
の
環
境
教
育
の
キ
ー
ワ
ー

ド
の
「
気
づ
き
か
ら
行
動
へ
」
に
引
き
継
が
れ
る
。

　
１
９
７
７
年
、
旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
、
現
在
は
グ
ル
ジ
ア
共
和
国
の
ト
ビ
リ
シ
で
「
環
境

教
育
政
府
間
会
議
（
通
称 : 

ト
ビ
リ
シ
会
議
）」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
の
目
的
は
ベ

オ
グ
ラ
ー
ド
会
議
の
後
、
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
、
ア
ラ
ブ
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
（
北
米
を
含
む
）
の
５
地
域
で
開
催
し
た
環
境
教
育
地
域
専
門
家
会
議
（
地
域
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
）
に
て
討
議
を
進
め
た
後
、
環
境
教
育
に
関
す
る
国
際
的
合
意
を
築
く
こ
と
が
目

的
で
あ
っ
た
。
成
果
と
し
て
ト
ビ
リ
シ
宣
言
と
ト
ビ
リ
シ
勧
告
が
採
択
さ
れ
た
。
ト
ビ
リ

シ
会
議
で
は
、
環
境
教
育
の
目
的
は
「
気
づ
き
や
関
心
を
促
進
す
る
こ
と
」「
知
識
、
技
能

等
の
獲
得
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
」「
行
動
パ
タ
ー
ン
を
創
出
す
る
こ
と
」（
表
参
照
）
と

さ
ら
に
明
確
な
表
現
に
変
更
さ
れ
、
目
標
か
ら
は
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
憲
章
の
「
評
価
能
力
」

の
項
目
が
な
く
な
っ
た
。

　
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
宣
言
か
ら
１０
年
後
の
１
９
８
２
年
、
ケ
ニ
ア
の
首
都
ナ
イ
ロ
ビ
で
国

連
環
境
計
画
管
理
理
事
会
特
別
会
合
が
開
催
さ
れ
た
。
国
連
環
境
計
画
は
１
９
７
５
年
か

ら
１
９
９
５
年
ま
で
環
境
教
育
を
推
進
す
る
た
め
の
国
際
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｉ
Ｅ

Ｅ
Ｐ
）
を
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
と
共
同
で
推
進
し
た
。
先
進
国
と
途
上
国
と
の
環
境
と
開
発
を

め
ぐ
る
論
議
に
つ
い
て
の
共
通
の
土
俵
が
初
め
て
つ
く
ら
れ
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
提
言

を
行
う
委
員
会
（
環
境
と
開
発
に
関
す
る
世
界
委
員
会 : 

委
員
長
の
名
か
ら
「
ブ
ル
ン
ト
ラ

ン
ト
委
員
会
」
と
呼
ば
れ
る
）
が
設
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
提
案
を
行
っ

た
の
は
日
本
で
あ
っ
た
。

　
１
９
８
７
年
の
ブ
ル
ン
ト
ラ
ン
ト
委
員
会
の
最
終
報
告
書
と
し
て
「
我
ら
共
有
の
未
来

（O
ur C

om
m
on Future

）」
が
発
表
さ
れ
、
現
在
の
環
境
教
育
で
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る

「
持
続
可
能
な
開
発
」
と
い
う
概
念
が
提
唱
さ
れ
た
。
日
本
版
監
修
者
の
大
来
佐
武
郎
氏
の

「
は
し
が
き
」
に
は
、
環
境
問
題
の
抱
え
る
課
題
と
根
深
さ
が
う
か
が
え
、
報
告
書
の
本
質

が
端
的
に
表
さ
れ
て
い
る
（
※
３
）。

　「
こ
の
報
告
書
は
、
将
来
の
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
能
力
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
今
日

の
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
よ
う
な
開
発
、
即
ち
『
持
続
的
開
発
』
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と

し
て
い
る
。
環
境
と
開
発
を
分
離
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
、
自
明
な
が
ら
も
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世
界
の
国
々
の
政
策
の
中
で
未
だ
実
現
さ
れ
て
い
な
い
理
念
に
立
脚
し
、
人
口
、
食
料
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
工
業
、
国
際
経
済
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
問
題
の
構
造
を
分
析
し
、
持

続
的
開
発
に
向
け
て
世
界
が
急
速
に
講
ず
る
べ
き
方
策
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
」

　
環
境
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ブ
ル
ン
ト
ラ
ン
ト
報
告
書
の
概
要
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

各
章
の
内
容
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
第
１
章
で
は
今
日
の
地
球
の
現
状

と
環
境
問
題
、
第
２
章
で
は
「
持
続
可
能
な
開
発
に
向
け
て
」、
第
３
章
以
降
で
は
様
々
な

環
境
問
題
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
で
あ
る
。
以
下
、
第
１
章
、
第
２
章
を
引
用
す
る
。

第
１
章 

未
来
へ
の
脅
威

　
今
日
、
酸
性
雨
、
熱
帯
林
の
破
壊
、
砂
漠
化
、
温
室
効
果
に
よ
る
気
温
の
上
昇
、
オ

ゾ
ン
層
の
破
壊
等
、
人
類
の
生
存
の
基
盤
で
あ
る
環
境
の
汚
染
と
破
壊
が
地
球
的
規

模
で
進
行
し
て
い
る
。
こ
の
背
後
に
は
、
過
度
の
焼
畑
農
業
に
よ
る
熱
帯
林
破
壊
に

見
ら
れ
る
よ
う
な
貧
困
か
ら
く
る
環
境
酷
使
と
、富
裕
に
溺
れ
る
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
過
剰
消
費
が
あ
る
。

第
2
章 

持
続
可
能
な
開
発
に
向
け
て

　
い
ま
や
人
類
は
、
こ
う
し
た
開
発
と
環
境
の
悪
循
環
か
ら
脱
却
し
、
環
境
・
資
源
基

盤
を
保
全
し
つ
つ
開
発
を
進
め
る
「
持
続
可
能
な
開
発
」
の
道
程
に
移
行
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
成
長
の
回
復
と
質
の
改
善
、
人
間
の
基
本
的
ニ
ー
ズ
の
充
足
、
人
口

の
抑
制
、
資
源
基
盤
の
保
全
、
技
術
の
方
向
転
換
と
リ
ス
ク
の
管
理
、
政
策
決
定
に
お

け
る
環
境
と
経
済
の
統
合
が
主
要
な
政
策
目
標
で
あ
る
。

　
１
９
９
２
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
首
都
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
「
環
境
と
開
発
に
関
す
る

国
連
会
議
（
通
称 : 

地
球
サ
ミ
ッ
ト
）」
が
開
催
さ
れ
、
１
８
０
カ
国
が
参
加
す
る
大
規
模

な
会
議
と
な
っ
た
。
環
境
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
最
も
顕
著
な
問
題
は
、
先
進
国
と
途

上
国
の
間
の
経
済
状
況
の
違
い
が
環
境
問
題
や
環
境
教
育
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
の
差
と
し

て
明
確
に
生
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
は
「
環
境
と
開
発
に
関
す
る
リ

オ
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
。
そ
の
前
文
で
は
「
…
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
宣
言
を
再
確
認
す
る

と
と
も
に
こ
れ
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
、
…
新
し
い
公
平
な
地
球
的
規
模
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
す
る
と
い
う
目
標
を
持
ち
、
全
て
の
者
の
た
め
の
利
益
を
尊
重
し
、

か
つ
地
球
的
規
模
の
環
境
及
び
開
発
の
シ
ス
テ
ム
の
一
体
性
を
保
持
す
る
国
際
的
合
意
に

向
け
て
」、
環
境
問
題
は
世
界
全
体
で
解
決
に
取
り
組
む
べ
き
問
題
で
あ
る
と
確
認
し
て
い

る
。地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
は
リ
オ
宣
言
と
同
時
に
、実
行
計
画
と
し
て
の
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
２１
」、

「
森
林
原
則
声
明
」、
２
つ
の
国
際
条
約
「
気
候
変
動
枠
組
条
約
」「
生
物
多
様
性
条
約
」、

あ
わ
せ
て
５
つ
の
文
書
が
国
際
的
に
合
意
さ
れ
た
。

　
２
０
０
２
年
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
で
「
持
続
可
能
な
開
発
に

関
す
る
世
界
首
脳
会
議
（
通
称 : 

ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
サ
ミ
ッ
ト
）」
が
開
催
さ
れ
た
。
リ

オ
サ
ミ
ッ
ト
か
ら
１０
年
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
２１
」
の
実
施
状
況
の
包
括
的

レ
ビ
ュ
ー
と
、
実
施
促
進
、
そ
の
後
に
発
生
し
た
課
題
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
が
目
的

で
あ
っ
た
。
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
で
日
本
は
国
際
的
な
環
境
教
育
取
り
組
み
の
枠
組
み
と
し

て
、２
０
０
５
年
か
ら
始
ま
る
１０
年
間
を
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ : 

E
ducation for S

ustainable D
evelopm

ent )

」
の
１０
年
と
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
国

連
で
採
択
さ
れ
た
。「
国
連
・
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
の
１０
年
」
は
今
年
で
既

に
半
分
が
経
過
し
、
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
に
入
っ
て
い
る
。
最
近
の
日
本
の
状
況
を
見
る
と

「
環
境
教
育
を
成
人
に
対
し
て
行
う
こ
と
の
難
し
さ
」
や
「
社
会
全
体
で
取
り
組
む
こ
と

の
難
し
さ
」
を
感
じ
る
。
次
回
は
国
内
で
の
環
境
教
育
の
流
れ
や
、
そ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
報
告
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
大
阪
ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所 

研
究
員
） 

■
引
用
文
献 

 （
※
１
）
市
川
智
史
・
今
村
光
章
「
第
Ⅰ
部
環
境
教
育
の
基
礎
理
論 

第
２
章
環
境
教
育
の
歴
史
１
―
環
境
教
育
の

登
場
」『
環
境
教
育
へ
の
招
待
』
川
嶋
宗
継
・
市
川
智
史
・
今
村
光
章
編
著
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
（
２
０
０

２
） 

（
※
２
）
中
山
和
彦
「
１
世
界
の
環
境
教
育
と
そ
の
流
れ
―
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
か
ら
ト
ビ
リ
シ
ま
で
」『
世
界
の
環

境
教
育
』
佐
島
群
巳
・
中
山
和
彦
編
著
、
国
土
社
（
１
９
９
３
） 

（
※
３
）
大
来
佐
武
郎
「
は
し
が
き
」『
地
球
の
未
来
を
守
る
た
め
に : O

ur C
om
m
on Future

』
環
境
と
開
発
に

関
す
る
委
員
会
、
大
来
佐
武
郎
監
修
、
福
武
書
店
（
１
９
８
７
） 

■
参
考
文
献 

 

川
嶋
宗
継
・
市
川
智
史
・
今
村
光
章
編
著
『
環
境
教
育
へ
の
招
待
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
（
２
０
０
２
） 

五
島
敦
子
・
関
口
知
子
編
著
『
未
来
を
つ
く
る
教
育
Ｅ
Ｓ
Ｄ
―
持
続
可
能
な
多
文
化
社
会
を
め
ざ
し
て
』
明
石
書

店
（
２
０
１
０
） 

上
原
有
紀
子
「『
国
連
・
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
の
１０
年
』
を
め
ぐ
っ
て
―
共
生
社
会
を
目
指
し
た
日

本
の
取
組
み
」
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
（
２
０
０
５
） 

鈴
木
善
次 

甲
南
大
学
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト 

人
間
と
環
境 

国
立
教
育
政
策
研
究
所
教
育
課
程
研
究
セ
ン
タ
ー
「
環
境
教
育
指
導
資
料
」（
小
学
校
編
）（
２
０
０
７
） 

Ｅ
Ｉ
Ｃ
ネ
ッ
ト : 

一
般
財
団
法
人 

環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
が
運
用
す
る
環
境
教
育
・
環
境
保
全
活
動
を
促
進
す
る

た
め
の
環
境
情
報
・
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 
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